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緑
を
守
る
森
林
づ
く
り

～
身
近
な
緑
の
整
備
・
保
全
の
提
案
募
集
～

　

市
民
の
身
近
な
安
ら
ぎ
の
場
や
美

し
い
景
観
の
維
持
な
ど
、
多
く
の
公

益
的
機
能
を
も
つ
平
地
林
や
里
山
林

は
、開
発
や
管
理
放
棄
な
ど
に
よ
り
、

減
少
と
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
２
年
前
に
県
が

導
入
し
た
「
森
林
湖
沼
環
境
税
」
を

活
用
し
、
森
林
所
有
者
や
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
提
案
を
受
け
、
自
然
体

験
活
動
を
行
う
た
め
の
森
林
の
整
備

ま
た
は
通
学
路
・
公
共
施
設
・
住
宅

団
地
周
辺
の
身
近
な
緑
の
維
持
・
保

　
　

谷
和
原
庁
舎
農
政
課
☎
58
︲

２
１
１
１
（
内
線
８
１
５
３
）
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子
ど
も
た
ち
を
社
会
で
支
え
る

～
「
子
ど
も
手
当
」
が
始
ま
り
ま
し
た
～

　
政
府
の
政
策
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
（
平
成
22

年
４
月
１
日
）
か
ら
「
児
童
手
当
制
度
」
は
「
子

ど
も
手
当
制
度
」
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

現
行
の
児
童
手
当
と
の

変
更
点
と
は
？

◇
所
得
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あなたの世帯は該当しますか？

児童手当
（Ｈ22. ３月まで）

子ども手当
（Ｈ22. ４月から）

所得制限 あり なし

支給対象
児童

小学校修了まで
（12歳到達後の
３月31日まで）

中学校修了まで
（15歳到達後の
３月31日まで）

手当額
（月額）

３歳未満および
第３子以降は、
10,000円。３歳
以上の第１～２
子は5,000円。

中学生以下の子
どもに、一律
13,000円。

寄附制度 なし あり

支
給
要
件
と
は
？

　

子
ど
も
手
当
に
お
け
る「
子
ど
も
」

と
は
、
15
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
者
（
中

学
校
修
了
前
）
と
し
、
父
母
な
ど
の

支
給
要
件
は
、
児
童
手
当
と
大
き
く

変
更
な
く
、
日
本
国
内
に
居
住
し
、

子
ど
も
の
監
護
を
行
い
、
か
つ
生
計

を
担
う
者
を
い
い
ま
す
。

全
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

整
備
の
条
件
と
し
て
、
市
と
森
林

所
有
者
な
ど
に
お
い
て
、
10
年
間
の

森
林
の
維
持
・
保
全
に
関
す
る
協
定

を
結
び
ま
す
。

　

身
近
な
緑
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◇
支
給
対
象
児
童
が
中
学
校
修
了
ま

　

で
延
長
さ
れ
ま
す
。

◇
手
当
額
が
児
童
一
人
に
つ
き
一
律

　

月
額
１
万
３
０
０
０
円
（
平
成
22

　

年
度
）
に
な
り
ま
す
。

◇
手
当
を
市
に
寄
附
で
き
ま
す
。

監護者は、日本国内に居住していますか？
※「監護」とは、子どもの生活全般の面倒
をみることです。

子ども手当の対象になりません。

子ども手当の対象になりません。

はい
いいえ

いいえ

平成７年４月２日以降に生まれたお子さんは
いますか？

平成22年３月末までに児童手当（小学校
修了前特例給付等含む）の受給認定はされ
ていましたか？

はい

平成22年４月１日時点で、中学２年生か３
年生のお子さんはいますか？

はい

中学生も子ども手当の対象となります。児童
福祉課で、手当増額の申請をしてください。

はい

子ども手当を受給できます。
児童福祉課で申請してください。

いいえ
手続きを行う必要はなく、自動
的に子ども手当の受給者となり
ます。新中学１年生は申請しなく
ても、児童手当から継続支給と
なります。

いいえ

※監護者が公務員の方は、ご自身の勤務
先で確認・申請を行ってください。手当
は勤務先から支給されます。

所得制限で受けられなかった方など

手
当
の
使
い
道
と
は
？

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を
社
会
全

体
で
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
当
の
受
給
者

に
つ
い
て
は
、
趣
旨
に
か
ん
が
み
、

法
律
に
よ
り
、
そ
の
趣
旨
に
従
っ
て

子
ど
も
手
当
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
子
ど
も
手
当
は
、
こ
の
よ
う

な
趣
旨
に
沿
っ
て
使
わ
れ
る
た
め

に
、
支
給
を
受
け
る
権
利
が
保
護
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
ど
も
手
当
の
趣
旨
や

受
給
者
の
責
務
、
受
給
権
の
保
護
を

踏
ま
え
る
と
、
仮
に
、
子
ど
も
の
育

ち
の
た
め
の
費
用
で
あ
る「
給
食
費
」

や
「
保
育
料
」
な
ど
を
滞
納
し
な
が

ら
、
子
ど
も
手
当
が
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
と
関
係
の
な
い
使
途
に
用

い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
の
趣

旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
よ
っ
て
、
子
ど
も
手
当
は
、

必
ず
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
に
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
手
当
へ
の
移
行

　

平
成
22
月
３
月
31
日
時
点
で
、
児

童
手
当
（
小
学
校
修
了
前
特
例
給
付

含
む
）を
既
に
受
給
し
て
い
る
方（
受

給
資
格
認
定
さ
れ
て
い
る
方
）
に
つ

い
て
は
、
必
然
的
に
子
ど
も
手
当

の
受
給
資
格
を
有
し
て
い
る
と
み
な

し
、
新
た
な
受
給
申
請
手
続
き
を
行

う
必
要
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
子
ど
も

手
当
の
受
給
者
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
を
超
過
し
て

い
た
方
や
、
現
況
届
未
提
出
等
に
よ

り
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
家

庭
、
中
学
２
、３
年
生
の
い
る
家
庭

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
手
当
の
手
続

き
を
行
わ
な
け
れ
ば
正
し
く
手
当
は

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

つくばみらいＮｅｗｓ！




